
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　　「教育実習生」をめぐる言説空間
一 中学校教師へ の イン タビュ

ー を中心 に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高 　旗 　浩　志

　　　　　　　　　　　　　（島根大学教育学部附属教育実践研究指導センター）

1 ．はじめに

　本報告で は、教育実習に お ける 「学生 」を 、 実習

校指導教官がどの ように 語り、意味付けて い るか検

討する。そ の さい 、「実習生がどの ように 語られて い

るか ？1で はなく、「実習校指導教官が、どの ように

実習生を語るか ？」に注 目する。すなわち、学生 に

対す る指 導者 の 「判 断 枠組 （問題 の 立 て方 ・
論 じ

方）」を、彼 1彼女 らに対する聞き取 り調査か ら検証

しようとするもの である。

　 こ の よ うな 研 究動機に 至 っ た 理 由は 次 の 3点 で

ある。第 1に 、近年、教員養成学部学生 の 「質の 低

下」が様 々 な形で よりい っ そう問題視され て い る点 。

第2に 「質の 低 下 」とい う場合 、学 生 の 心構えや 立

居振舞い を事例 的 に 切 り取り、それを批判 するス タ

イル の 言説が過剰生産 される傾 向 が 強 い 。つ まり、

な に と比較 して 「低下 」したの か 、問われるべ き「質」

とはなにか
、 そ の 構造 的要 因を再考する言説 ま で、

充分に鍛え上げ られ て い るとは言 い がた い 点 で あ

る。第 3に 、とりわけ教育実習をめ ぐっ て は 、「学生

の 資質低下 」に対する認識を、実習校 ・大学双 方

の 課題として共有するこ とよりも、む しろ互 い に対す

る 「要望 」を交わす ことが優 先 し、ともす ると、双 方

の 指導上 の 前提を先鋭化するこ とに 終始す るきら

い があると言うことで ある。

矼．問題の 所在

　一
般 に 口 にされ る 「今時の 若 い 者は …

」とい う

物言 い は、「若者 へ の 苦言」とい う体裁を取るこ とが

多い 。しか し、そ の 物言 い 自体は 、同時に 若者に

対する「大人 」の 認識枠組 、ない しは 「認識 の 限界」

の 表 明 で もある。「教育実習生 の 質 の 低下 」とい う

言説 も 、 学 生 の 資質 が 「現 に 低 下 して い る 」とい う

「実態 」か ら
一方的に構成され るだけで はなく、指

導者側 （大学教官及 び 実習校指導教官）の 「まなざ

し」に よっ て 「つ くられ る」側 面 をもつ と言 え る。

　たとえば「最近の実習生を見 て い ると、まるで 中

学生を相手 に し て い るような気 がす る 」と言うとき、

そ れ が示 唆す る ことは 、「中学 生 じみ た振舞い をす

る学生が い る」とい うことで あり、またそ の 振舞 い が

「教職を志す者にあるまじき行 為 」と認識されてい る

とい うこ とで ある 。 しか し、一方 で こ の 物言 い は、指

導者 が 「中学 生 に 接するさい の ア ナ ロ ジ
ー

で 、実

習生を観察し、 解釈し、指導 して い る」こ とを示 して

い るとも言 い 得る。

　むろん、これ は ひ とつ の 極 論 で ある が、こ の よう

な事例は今 日 の 教育実習に おける学生 の 実態とし

て数多く報告されて い る。しか し、こうした言説の 過

剰生産 は 、特定の 問題状況 とそ れ を引き起 こす学

生 へ の 因果推論を固定し、我 々 が実習生を指導

する さい の 自明で 常識的な枠組み
・動機付けの 根

拠 となると同 時 に 、実 習指導上 の 前提 を問 い 直す

契機を奪っ て い る と思われる。

　教員採用 の 見通しが全国的に厳しい 現状は、主

に 学生 に 対 して 「実利 」を伴 う目的へ の 動機づ けを

曖昧 に して い る。ま た 、校種別 課程 制 か ら学校教

育教員養成課程 へ の 再編は 、「学生 に よ る学校種

の 主体的選 択」とい う理 念を有して い るが、
一

部に

は 「取 りた い 免許 よ り取 れ る免許 へ 」とい う「引き算

の アイデン ティティ 」の 形成を促して い る。

　しか しその
一方で 、より深刻と思われるこ とは、こ

うした現状が む しろ指 導者側 の 意欲 を奪 い 、ま た

指 導者 による学生 の 選別 を暗黙裡に進めるこ とへ

の 懸念 で ある、たとえば、教育実習事前指導に お

い て は、常 にその 年 の 「学 生 気 質 」が 指導者側 （大

学教 官 ・実習校教官）の 日常会話 の トピッ クとなる。

また 、教員養成課程 の 規模縮小が余儀なくされ る

な か で 、「本当 に教員を 志す者 だけに 、より高度な

プ ロ グラム を提供する 」ことや 「教職に積極 的 で は

ない 学生 の教育実習受講 を積 極的 に制限しては

どうか 」とい っ た提 案が行われ る
「
。 しかもここ で は、

「学生 に 教職 へ の 志向が明確に有るか無 い か 」と

い う単
一

の 尺度 の みが先鋭化するきらい がある。

　こ の よ うに 考え る と、本来、そ の 解決 をめざ して

（あるい は 厂願っ て 」）語られ るはずの 「実習生 の 資質

低 下 」とい う言説が、むしろ 「意欲 の 有無 」によっ て

学生を腑 分け し、なお か っ 、教 員養成カ リキ ュ ラム

の 自省的改善を妨げるとい う「意図せ ざる結果 」を

もたらして い ると言 い 得 る。本 報告で は、そうした 言

説を具体的に検討し、同 時に 、「資質低下 」とい う

言説 が 不 可避 的に生み 出される構造的要因を明

らか に した い 。
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皿 ．調査の 対象 ・方 法

　調査 は 1998 年 11 月 か ら1999 年 3月 に か けて

実施 した 。 対象は島根大学教育学部附属 中学校

に在職 す る教師 で ある。授業の 空きコ マ 、放 課後

等を利 用 し、各人 1回 ・1時 間程度 、調 査者 との マ

ン ・ツ ー・マ ン に よるイン タビ ュ
ー

形 式 で 行っ た 。 基

本 的には 自由な談話形 式で 行 っ た（男性 21名 、女

性 6名）。

N ．調査結果の 分析

1．実習校指導教官との関わりに おける「実習生 」

　 実習生 の 「問題」として 、い ずれ の 教諭も異 口 同

音に 指摘した ことは 、実習生 の 「対人 関係能力の

低下 」で あっ た。しか しそ の 内実を検討する と、む し

ろ「対人関係の 質の 変化」に 戸惑う様子 が伺える 。

　 以前なら、授業実践 の 協同者もしくは補助 指導

者として実習 生を信頼す るこ とが 可能 で あり、時に

は 教諭 自身の 実践を触発す る実習 生 が い た とい う。

また 、そうした資質を前提とすることが、実習生 に期

待できたとい う。しか し、近年で は 「可もなく不可も

な く」「そ つ なく終える］と形容され る実習生 が多い。

教諭の 指摘に は驚くほど従順であるに もか か わ ら

ず、思い が伝わっ たと実感で きるほ どの 反応に乏 し

く、教 諭 自身 の 達成感 が 満たされな い 現状が 語ら

れる。

　 こ の こ とが 、「「実習生 」＝ 指導者として の 自覚 の

欠如 」厂教職 へ の 志 向の 低 さ亅「「学 生 」とい う地位 へ

の 安住」とい う言葉で 意味付けられる。さらに その

背景を推測する さい 「教員採用状況の 厳しさ」「大

学入 試 に お け る選 抜方法 の 問 題 」「地 域社会の 崩

壊」「幼い 頃か らの 対人関係の希薄さ」「不 本意入

学 」とい っ た、優れ て 社会的 ・抽象 的な説明 に 依拠

して解釈 しようとす る特徴が見 られ る 。

　しかし、 そ の い っ ぽうで個 々 の教諭は 受持 ちの

実習生 との 関わりを積極的に築こ うとして い る。具

体的に は協同 立案に よる授業、授業後 の 検討会

の 充実、放課後の 懇談会、さらに は 教生 と教官企

画 に よるレ クリエ
ー

シ ョン の 企画 ・実施などで ある。

実 習期 に お ける 日 常的 な指 導、ある い は イン フ ォ

ー
マ ル な関わ りを通して 、受 持ち の 学生 に対 する

認 識は改善、もしくは 厂問題 」を残しつ つ もそ の 学

生 の 「良さ」に注目する具体的な発言 が 現れる。

2．抽象的な存在として の 「問題ある実習生 」

　こ の ように 、個別 の 受持ち学生 の 「良さ」が、具体

性をもっ て それぞれ の 指導教官に 認識される
一方

で、同時に、非常に抽象化された 「問題 の ある実習

生 1像が語られ る。しかも、それ らは い わゆ る 「また

聞き」として語 られ るケ
ー

ス が多い 。

　 「問題 」の 事例に は 、「挨拶」「遅刻」「提 出物 の 期

限 」「教生控 室 で の 振舞 い 」「休み 時間 ・掃除 時間

中 の 振舞 い 」等 、日常的な礼儀作法や社会常識 の

範疇に 属する事柄が挙げられ る 。
い ずれも学校教

育に潜在する「揃 い 」の 規範に関わることで ある 。 た

とえそれが、「学年会 で 」「親しい 同僚から」「実習部

会で 」聞かされた事例で あっ ても、 また受持 ちの 学

生 との 間 で 直接体験 したことで はなくて も、「揃 い の

規範」の 侵 害は、どの教員にも理 解しやすく、
一

定

の 共感をもっ て 受けとめ られるケ
ース が多い 。同時

に、受持ちの 中か らこの ような実習生を出さない た

め に 、過 剰とも思え る仕方 で神経を使わ ざるを え な

い ケース が指摘され て い る 。

3 ．『質 の 低 下 亅の 言説 の 背後にあるもの

　 こ の ように 、教 育実習 生 をめ ぐる 「問題 」に は、2

つ の 位相が 存在すると思われる。ひ とつ は、個別

の 受持学生 に関わ っ て、そ の 厂良さ」を育む前提と

して 認識され る 「問題 」で ある。い まひ とつ は 、学校

の 「揃い 」の 規範を維 持するた め に、防衛的対処戦

略として構築される「問題ある実習生像 」で ある。と

くに後者 は 、 学校 の 規範的文化に抵触する事柄 で

あるために、多くの 教員 の 共感を得 やすく、実習生

に 対す る姿勢を形作る根拠となるケ
ー

ス が多い 。ま

た そ の プ ロ セ ス の 中 で 、問題 が 起きた 当初 の 具 体

的事実は捨象され 、抽象化 した 「問題 ある実 習 生

像」が ひ とり歩きをは じめ て い るように思われる。

　 「同 じよ うな 問題 事例 は 、：過 去 に い くらで もあ っ

た」と指摘する教師の 中に は 、「実習指導に お ける

『潤 い 』の喪失」とい う言葉を用 い て 、次の ように語

っ て い る 。
つ まり、現在 の 実習指導に お ける問題 に

対処するさい 、指導者側の 裁量があまりにも狭隘

化して い る。そ の い っ ぽうで 、，問題を「適切に処理

する」仕 組 み が 、校内の 実習 部を中 心 として 制度

化 され て い る。すなわち、問題 事例は個 々 の 教諭

に よっ て 、学年部会に報告され る。学年部会は 実

習部 に 報告 し、実習部 は 善後策を検討の 上、管理

職 に報告 する， 事例 に よっ て は 職員会議 に 諮られ 、

全教員 の 知るところとなる。 そ の うえ で 問題を起 こし

た学生 に 「指導を入れる」こ とが 決議 される。こ うし

た
一連の 過程 にお い て 、教官も学 生もス トレ ス を溜

め て行く、とい う連鎖で ある。
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